
質
問
一

公
共
施
設
の
被
災
状
況
は
。

二

今
年
度
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
。

三

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
。

四

災
害
対
策
本
部
の
運
営
の
今
後
に

つ
い
て
。

五

震
災
経
験
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
。

答
弁
一
（
市
長
）

公
共
施
設
で
コ
ン

く

ク
リ
ー
ト
躯
体
の
ひ
び
割
れ
、
給
水
管

の
破
損
等
あ
っ
た
が
、
致
命
的
な
損
傷

等
は
な
か
っ
た
。

二

社
会
経
済
へ
の
影
響
か
ら
市
税
の

税
収
額
の
落
込
み
等
が
懸
念
さ
れ
、
来

年
度
以
降
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
推

測
さ
れ
る
。

三

学
校
体
育
館
の
耐
震
化
の
前
倒
し

等
、
予
算
と
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

四

震
災
直
後
、
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
被
害
状
況
の
調
査
な
ど
の
対

応
に
当
た
っ
た
。

災
害
対
策
本
部
の
運
営
面
で
は
、
訓

練
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

面
も
あ
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
将
来
に

生
か
せ
る
よ
う
改
善
に
努
め
る
。

五

自
助
、
共
助
の
意
識
の
醸
成
と
高

揚
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
今
後
の
災
害
対
策
に
必
要
で

あ
る
。
自
主
防
災
組
織
の
拡
大
な
ど
を

図
り
、
広
域
的
な
応
援
体
制
の
整
備
や

通
信
手
段
の
確
保
な
ど
、
防
災
計
画
の

見
直
し
等
に
取
り
組
む
。

質
問
一

ス
ポ
ー
ツ
人
口
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
把
握
に
つ
い
て
。

二

各
団
体
の
活
動
状
況
と
施
設
利
用

に
つ
い
て
。

三

今
後
の
施
設
確
保
、
拡
大
の
考
え

は
。

四

ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

五

医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
活
動
し
た
団
体
は
、
４

４
６
団
体
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
は
８

９
９
９
人
が
所
属
し
て
い
る
。
市
民
意

識
調
査
で
は
、
３１
・
５
㌫
が
週
一
回
以

上
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
。

二

都
市
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
学

校
の
体
育
施
設
な
ど
で
活
発
に
活
動
し

て
い
る
。
施
設
の
利
用
は
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
が
最
も
多
い
。

三

施
設
の
確
保
、
拡
大
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
運
動
公
園
第
２
期
整
備
や

農
業
大
学
校
跡
地
利
用
な
ど
を
踏
ま
え

総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。

四

市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

五
（
市
長
）

生
活
習
慣
病
が
死
亡
原

因
の
６
割
を
占
め
る
。
適
度
な
運
動
や

正
し
い
食
生
活
は
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

震
災
後
の
事
業
等

の
自
粛
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

大
曽
根
英
明

議
員

齊藤 芳久 議員

震災後の現状と運営について

防災計画の見直し等に着手

市議会杯少年サッカー大会

耐震化工事が終わった校舎

６月１６日・１７日・２０日の３日間行
われた一般質問の主な質問（Ｑ）
と答弁（Ａ）の概要を掲載します。
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